
 

 

 

第 18 期目となった令和３年度は、大網白里市より生活困窮者自立相談支援事業の委託を受け

て、大網白里市に新たに拠点を設けた。この他にも、東金市より養育支援訪問事業や学習生活支

援、見守り強化支援、大網白里市より学習支援事業の委託事業が採択され、生活困窮世帯への支

援がさらに充実した１年になった。   

当法人で運営する東金市内の小規模多機能型居宅介護事業の１つをサテライト型に変更し、

より柔軟な対応ができるように整備を図った。これにより東金市では小規模多機能居宅介護事

業所１か所、そのサテライト型の２ヵ所を運営することになった。また、千葉市内で運営してい

る小規模多機能居宅介護事業所の利用ニーズが多く待機者が多いため、定員を 24名に増員した。 

企業主導型保育事業は、例年行っている児童育成協会や県の監査を終えて、事業内容や運営を

さらに適正化する事ができた。また、コロナ禍にもかかわらず稼働状況が良く、見学の問い合わ

せも多くいただいた。 

また、当法人の理念と支援を他地域へ広げていけるよう、大網白里市より地域介護・福祉空間

整備等施設整備助成金事業を受け、来年度に向けて認知症高齢者グループホームの開設準備等

を行った。 

  以下、詳細を報告する。 

 

 

Ⅰ 地域生活支援サービスに関する事業 

１ 生活支援サービス（鴇嶺の家・ぽけっと） 

   お泊まりサービス（延べ泊数） 

    高齢者・障害者・児童など、緊急で泊りが必要な人の受け入れを行った。 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

障害者 0 0 0 0 0 １ 0 0 0 0 0 0 

 

２ 介護保険事業 

１）小規模多機能型居宅介護（鴇嶺の家）※五根の家サテライト 

住み慣れた地域や自宅で住み続けたいと思い・願う要介護高齢者に対し小規模多機能

サービスを提供した。 

（稼働率：月総利用者数／定員） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

登録 9 9 9 9 9 9 10 10 10 11 11 11 

通い 3.6 3.6 3.7 3.7 3.6 3.7 4.9 5.1 4.9 4.1 4.5 4.5 

訪問 7.3 8.0 7.9 7.6 7.7 7.8 7.8 7.3 7.6 8.5 8.9 8.9 

   

※運営推進会議の開催（鴇嶺の家） 

      地域密着型サービス（小規模多機能型居宅介護）に位置付けられている運営推進会

議について、事業所内の報告にとどまらず、近隣地域の認知症支援及び地域住民・地

域組織との連携・協働についての話し合いや取り組みを行った。 

 

    メンバー:８人（区長、地区社協、民生委員、ボランティア、家族、市役所、学識者等）

＊職員は除く 

 

特定非営利活動法人ちば地域生活支援舎 

令和３年度 事業報告書 

 



日時 人数 場所 内容 

令和 3年 6月 18日 ７名 書面での報

告・照会 

・利用者の利用数や状況について、 

・コロナ対応等について報告 

令和 3年 11月 25日 7名 
鴇嶺の家 

・利用者の利用数や状況について、 

・コロナ対応等について報告 

令和 4年 3月 18日 ７名 書面での報

告・照会 

・利用者の利用数や状況について、 

・コロナ対応等について報告 

   

２）小規模多機能型居宅介護（五根の家） 

   住み慣れた地域や自宅で住み続けたいと思い・願う要介護高齢者に対し小規模多機 

能サービスを提供した。 

 （稼働率：月総利用者数／月稼働日数） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

登録 23.8 22.8 22 20 18 19.5 18.2 18.6 19 18.2 19 18.7 

通い 10.5 11 10.9 9.7 9.5 9.8 8.4 8.7 8.3 8.2 10.4 8.5 

泊り 4.5 4.7 5.2 4.2 4.4 5.2 5.0 4.8 4.5 5.0 6.2 5.9 

訪問 7.3 9.2 7.7 6.8 5.5 5.7 4.6 3.8 3.7 8.2 5.1 6.6 

 

３）認知症対応型共同生活介護（五根の家） 

住み慣れた地域や自宅の近くで暮らし続けたい認知症高齢者に対し、住まいと生活支

援サービスを行った。 

                        （稼働率：月総利用者数／月稼働日数） 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

入居 9 9 8.4 9 9 9 9 9 9 8.9 8 7.9 

 

※運営推進会議の開催（五根の家） 

地域密着型サービス（小規模多機能型居宅介護・認知症対応型共同生活介護）に位

置付けられている運営推進会議について、事業所内の報告にとどまらず、近隣地域

の認知症支援及び地域住民・地域組織との連携・協働についての話し合いや取り組

みを行った。 

 

    メンバー:13人（区長、地区社協、民生委員、ボランティア、医師、家族、市役所、学

識者地域包括支援センター、消防団 等） 

日時 人数 場所 内容 

令和 3年 5月 27日(木) 

13:30～14:30 

11人 

砂郷コミ

ュニティ

会館 

・五根の家の現状報告 

・新型コロナウイルスの対策と状況につ

いて 

・令和 2年度サービス評価のまとめにつ

いて 

令和 3年 7月 

13人 

書面での

報告・照

会 

・五根の家の現状報告 

・その他 

・新型コロナ関連 

令和 3年 10月 29日（金） 

13:30～14:30 

11人 

砂郷コミ

ュニティ

会館 

・五根の家の現状報告について 

・新型コロナウイルスの対策と状況につ

いて 

・防災訓練について 

・令和 3年度サービス評価（小規模多機

能ホーム）と外部評価（グループホー



ム）について 

・その他、委員の方からのお知らせ等 

令和 3年 12月 21日(火) 

13:30～15:00 

10人 

砂郷コミ

ュニティ

会館 

・五根の家の現状報告 

・新型コロナウイルスの対策と状況につ

いて 

・令和 3年度サービス評価（小規模多機

能ホーム）と外部評価（グループホー

ム）について 

・その他、委員の方からのお知らせ等 

令和 4年 2月 

13人 

書面での

報告・照

会 

・五根の家の現状報告について 

・事業所評価まとめ 

・その他 

   ※新型コロナウイルスの影響により書面報告も含め全 5回 

    

４）小規模多機能型居宅介護（小規模多機能ホーム ひなたぼっこ・椿森） 

      住み慣れた地域や自宅で住み続けたいと思い・願う要介護高齢者に対し小規模多機能 

サービスを提供した。 

（稼働率：月総利用者数／月稼働日数） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

登録 17 17 18 18 18 18 18 18 18 20 20 20 

訪問 18.4 18.8 20.7 14.5 15.4 15.9 16.0 17.3 17.4 16.7 20.0 18.6 

通い 8.5 7.4 7.9 5.9 6.6 7.6 7.9 8.8 9.1 8.7 10.2 10.3 

泊り 1.1 0.9 0.8 0.9 0.8 1.3 1.3 1.7 1.4 1.4 1.9 1.6 

 

※運営推進会議の開催（小規模多機能ホーム ひなたぼっこ・椿森） 

       地域密着型サービス（小規模多機能型居宅介護）に位置付けられている運営推進会

議について事業所内の報告にとどまらず、近隣地域の認知症支援及び地域 住民・地

域組織との連携・協働についての話し合いや取り組みを行った。 

         

メンバー:９人（ご利用者、民生委員、学識者、地域包括支援センター、社会福祉協議会、 

他事業所管理者 等）＊職員は除く 

日時 人数 場所 内容 

令和 3年 5月、７月 

９月、11月 

１月 

  コロナウイルス感染予防の為開催中止 

令和 4年 3月 6人 

書面での報告・

照会 

コロナウイルス感染症予防の為開催でき

ず、書面にて 4月から 2月までの事業所

報告をし、事業所評価の依頼も行い、返

信頂いた。 

        

※サロンの開催（小規模多機能ホーム ひなたぼっこ・椿森） 

          地域交流の場としてサロンの開催を行う。 

対象者：地域の方。 

内 容：介護相談や自立独居の方の昼食、手作りアート、お茶会など 

日時 人数 場所 内容 

令和 3年 7月 9人 

 

ひなたぼっこ・椿森 絵手紙の講師を招いて利用者のみ対象の

絵手紙教室を開催。 



コロナウイルス感染防止の為、地域の

方々の参加は中止とした。 

令和 3年 8月 9人 同上 同上 

令和 3年 9月 9人 同上 同上 

令和 3年 10月 9人 同上 同上 

令和 3年 11月 9人 同上 同上 

令和 3年 12月 9人 同上 同上  ・クリスマス音楽会 

令和 4年 1月 9人 同上 同上 

令和 4年 3月 11人 同上 同上 

 

５）小規模多機能型居宅介護（ふくおかの家）※令和 3年 9月から五根の家サテライト 

住み慣れた地域や自宅の近くで暮らし続けたい認知症高齢者に対し、住まいと生活支 

援サービスを行った。                                                     

（稼働率：月総利用者数／定員） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 ２月 ３月 

登録 19 20 21 20 18 18 17 17 17 16 16 16 

通い 9.2 8.7 10 9 8.8 7 7 7 6.7 6.8 7.9 8.4 

泊り 1.9 2.9 2.1 1.7 1.7 0 0 0 0 0 0 0 

訪問 6 8  5 8 8 6 8 9 8 7 5 5 

 

※運営推進会議の開催（小規模多機能ホーム ふくおかの家） 

地域密着型サービス（小規模多機能型居宅介護）に位置付けられている運営推進会

議について、事業所内の報告にとどまらず、近隣地域の認知症支援及び地域 住民・

地域組織との連携・協働についての話し合いを行った。（１回のみ、他の回はコロナ感

染予防のため書面での報告・照会） 

 

    メンバー：８人（ご利用者、民生委員、学識者、地域包括支援センター、社会福祉協議

会、市役所職員他事業所管理者等） *職員は除く 

日時 人数 場所 内容 

令和 3年 7月 8日 

 

8名 書面での報告・照会 ①ふくおかの家の状況報告 

②行事等の活動内容について 

③研修等の参加状況について 

④事故報告について 

⑤サービス評価の報告 

⑥意見書の返信 

令和 3年 9月 13日 

 

8名 書面での報告・照会 ①ふくおかの家の状況報告 

②行事等の活動内容について 

③研修等の参加状況について 

④事故報告について 

⑤意見書の返信 

令和 3年 11月 24日 

14：00～15：00 

７名 ふくおかの家 1.議題 

①ふくおかの家の現状報告 

②行事等の活動内容について 

③おひさま文庫の活動について 

2.委員間の情報交換 

令和 4年１月 25日 

 

８名 書面での報告・照会 ①ふくおかの家の状況報告 

②行事等の活動内容について 



③研修等の参加状況について 

④事故報告について 

⑤意見書の返信 

令和 4年 3月 30日 

 

８名 書面での報告・照会 ①ふくおかの家の状況報告 

②行事等の活動内容について 

③研修等の参加状況について 

④事故報告について 

⑤サービス評価の実施について 

 

３ 障害者自立支援事業 

１）共生型生活介護･自立訓練（鴇嶺の家） 

     日中の居場所及び生活訓練が必要な東金市内の障害者に対し、生活支援及び自立訓練 

のためのサービス提供を行った。 

（稼働値：月利用延べ人数/（定員×開所日））  

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

生活介護 86 93 82 108 105 108 109 105 115 109 97 94 

   ※自立訓練は利用なし 

 

２）共生型生活介護・自立訓練（五根の家） 

    日中の居場所及び生活訓練が必要な東金市内の障害者に対し、生活支援及び自立訓練 

のためのサービス提供を行った 

（稼働値：月利用延べ人数/（定員×開所日）） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

短期入所 1.3 1.3 1.3 1.3 1.2 1.7 1.7 1.6 1.6 1.5 1.6 0.8 

 ※生活介護、自立訓練（生活・機能）は利用なし 

 

３）共生型生活介護・自立訓練（ふくおかの家） 

日中の居場所及び生活訓練が必要な東金市内の障害者に対し、生活支援及び自立訓練の 

ためのサービス提供を行った。 

（稼働値：月利用延べ人数/（定員×開所日）） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

生活介護 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 

短期入所 0.2 0.2 0.2 0.3 0.2 0 0 0 0 0 0 0 

 ※自立訓練（生活・機能）は利用なし 

 

４）生活介護（ハンドワーク） 

日中の居場所が必要な東金市内の障害者に対し、生活支援のためのサービス提供を 

行った。 

（稼働率：月利用延べ数／（定員×開所日）） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

生活介護 17.5 16.2 16.9 16.5 15.2 15.1 15.6 16.5 15.7 14.0 15.3 14.2 

 

※生活介護の就労訓練の一環としての生産・販売物 

     ハンドワーク（生活介護）…内職（母の日プレゼントグッズ作成・ペンづくり） 

ソーイングボックス・ビーズ製品、エコクラフト等の手作り 

雑貨の販売、パンフレット発送 

 



 

６）相談事業（街かど福祉相談室るると）＜成人＞ 

年度末での登録人数（国保請求:89名）（基本相談のみ:0名） 

    地域に暮らす障害者とその家族の生活課題とその支援に関する相談支援を行った。 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

現在登録 86 85 85 86 87 86 86 86 86 86 87 89 

新規登録 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 2 0 

基本相談 10 10 6 13 13 8 10 13 7 4 7 1 

    ※一般（移行・定着）は利用なし 

 

４ 児童福祉事業 

１）放課後等デイサービス・児童発達支援事業 

地域に暮らす障害のある子どもに対し、療育支援等を行った。 

（１）子ども支援センターぽけっと         （稼働率：月総利用者数／月稼働日数） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

放課後 7.8 7.4 7.7 8 7.5 6.9 7.1 8 8.3 6 7.6 7.9 

 

（２）鴇嶺の家              （平均稼働率：月総利用者数／月稼働日数） 

 

（３）子育てサロン（鴇嶺の家・児童） 

※コロナウイルス感染拡大のため開催はできなかった 

 

２）相談事業（街かど福祉相談室るると） 

年度末での登録人数（国保請求:78名、基本相談のみ：0名） 

地域に暮らす障害児とその家族の生活課題とその支援に関する相談支援を行った。 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

現在登録 76 76 76 76 76 77 78 77 77 77 77 77 

新規登録 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 

基本相談 3 3 7 6 0 0 6 0 0 2 1 3 

 

５ 保育事業 

１）企業主導型保育事業 

（１）いくりん                       （稼働率：月総利用者数） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

保育 ９名 10名 10名 10名 10名 10名 10名 10名 10名 11名 11名 11名 

※イベント（木育） 

開催日 内容 参加人数 

8月 7日 「おやこでカスタネットをつくろう！」 子ども６名・保護者６名 

12月 4日 「おやこでクリスマス飾りをつくろう！」 子ども７名・保護者７名 

 

 

 

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

発達 1.9 1.6 2 3 3 3.5 3.3 3.7 3.9 3.4 4.2 3.7 

放課後 5.1 5.3 5.2 5.5 6.2 5.4 5.1 5.6 5.4 4.8 5.1 4.4 

合計 7 6.9 7.2 8.5 9.2 8.9 8.4 9.3 9.3 8.2 9.3 8.1 



（２）杢ば                        （稼働率：月総利用者数） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

保育 12名 12名 12名 12名 12名 12名 12名 12名 12名 12名 12名 12名 

     ※イベント（木育） 

開催日 内容 参加人数 

8月 7日 「おやこでカスタネットをつくろう！」 子ども６名・保護者６名 

12月 4日 「おやこでクリスマス飾りをつくろう！」 子ども６名・保護者６名 

   

①社外研修（いくりん・杢ば合同） 

開催日 内容 参加人数 

10月～１月 子育て支援員研修（リモート） いくりん  １名 

11月 障がい児研修（リモート） いくりん  ２名 

12月 乳児保育（リモート） 杢ば    １名 

10月 保育士研修（リモート） 
いくりん ３名 

杢ば   ２名 

11月～２月 施設長等研修（リモート） いくりん １名 

11月～１月 安全研修（リモート） いくりん １名 

 

②虐待防止委員会                             （参加人数） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

いくりん 8名 8名 8名 8名  8名 7名 7名 7名 8名 8名 8名 

杢ば 7名 7名 7名 7名  7名 7名 8名 8名 8名 8名 8名 

    ※その後は各事業所で行うこととなり、いくりん・杢ばは毎月のミーティングの中で実 

施する 

 

６ 生活困窮者関連事業 

＜東金市＞ 

１）実施体制 

（１）事業所名称 

     「東金ひと・しごと・くらしサポートセンターこころん」 

     

（２）営業日・時間 

     ・営業日：月曜日～金曜日（休日は、土曜日・日曜日） 

     ・時  間：９:００～１８:００ 

           （※相談者の状況で、時間外及び休日も対応） 

   （３）事務所 

      住 所：千葉県東金市田間３丁目９－１（ふれあいセンター）２階 

 

（４）スタッフ体制 

      ７名 

２）相談支援の状況 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

総数 38 63 49 32 63 51 48 36 25 39 27 48 519 

 

 

 



３）外部機関との連携状況 

   （１）東金市内 

団体名 協力内容 

東金市社会福祉課 社会係・保護係・障が

い福祉係 

対象者紹介・連携して支援 

東金市健康増進課  対象者紹介・連携して支援  

東金市高齢者支援課  対象者紹介・連携して支援  

東金市こども課 連携して支援 

東金市子育て支援課 連携して支援 

東金市国民年金課 連携して支援 

東金市収税課 連携して支援 

東金市西部地域包括支援センター 対象者紹介・連携して支援 

東金市東部地域包括支援センター 対象者紹介・連携して支援 

東金市消費生活センター 対象者紹介・情報共有 

東金市社会福祉協議会  貸付・法律相談に関する手続き・金銭管理事業

に関する相談・相談対象者紹介  

山武健康福祉センター 連携して支援 

東金市地域職業相談室 対象者紹介・連携して支援 

千葉県スクールソーシャルワーカー 連携して支援 

東金警察署 対象者紹介・連携して支援 

医療法人清和会 浅井病院・地域連携入

退院支援室 

対象者紹介・連携して支援 

東千葉メディカルセンター地域連携室 対象者の病状について報告・相談 

肥田司法書士事務所 連携して支援 

カマラードの里 対象者紹介・連携して支援 

地域生活支援センター ゆりのき 連携して支援 

まちの保育所 いくりん・杢ば 託児・ベビー用品について相談 

民生児童委員 対象者紹介・連携して支援 

動物保護活動家・団体 多頭飼育・去勢手術に関して相談 

ユーコウ株式会社 対象者の就労について相談・就労場所提供 

Ibex(株) 対象者の就労について相談・就労場所提供 

上原食品工業株式会社 対象者の就労に就いて相談・就労場所提供 

株式会社アイ・ビー・エー 対象者の就労について相談 

小倉農園 食料提供・寄付 

ちあきファーム 就労場所提供 

市内介護事業所複数 対象者の就労について相談・就労場所提供 

市内農園複数 対象者の就労について相談・就労場所提供 

市内の不動産業者複数 住居確保について相談 

市内企業複数 求人情報提供・対象者の就労について相談 

派遣会社複数 対象者の就労について相談  

 

   （２）東金市外 

団体名 協力内容 

フードバンクちば  対象者への食糧支援  

日本司法支援センター法テラス千葉  債務整理、離婚裁判等相談  

ハローワーク千葉南  住居確保給付金・生活保護受給者等就労自立



促進事業等の就労支援で連携  

千葉県社会福祉協議会 支援状況について共有 

市外社会福祉協議会 転入者の支援について共有 

生活クラブ風の村 連携して支援 

中核地域生活支援センターさんネット 連携して支援 

長生ひなた 対象者紹介・連携して支援 

大網白里市生活相談センターCるーと 連携して支援 

障害者就労・生活支援センター山武ブリオ 連携して支援 

NPO法人福祉アシストワーク協会 就労場所提供 

ケアステーション渚 連携して支援 

介護老人保健施設 葵の園 対象者の施設利用について連携 

株式会社エスプールプラス 対象者の就労について相談・連携して支援 

株式会社 地商土木 対象者の住居・就労に関して相談 

株式会社 NWS 対象者の就労について相談  

株式会社 三協 対象者の就労に関して相談 

マントレードジャパン 求人情報の提供 

株式会社 アルファライン 求人情報の提供・相談 

株式会社アクセルコミュニケーション 求人情報照会等 

大里綜合管理株式会社 居住支援について相談・連携して支援 

株式会社ランドトラスト 対象者の転居について相談 

市外企業複数 求人情報提供 

不動産保証会社複数 住居確保給付金その他について連携 

市外の不動産業者複数 住居確保給付金手続等で相談 

派遣会社複数 対象者の就労について相談 

市外農園 就労場所提供 

 

４）研修・事例検討等の状況 

（１）外部研修への参加 

参加月 研修回数 参加人数 

5月 1回 1名 

10月 2回 2名 

12月 2回 2名 

2月 3回 3名 

（２）内部研修・事例検討会の開催  

    ◆ミーティング（ケース検討）  

開催月 回数 参加者 

４月 7回 職員・関係機関・本人・関係者 

５月 6回 職員・関係機関・本人・家族 

６月 3回 職員・関係機関・本人・家族 

７月 2回 職員・関係機関・本人 

８月 2回 職員・関係機関・本人 

９月 4回 職員・関係機関・本人・家族 

10月 3回 職員・関係機関・本人・家族 

11月 3回 職員・関係機関・本人・家族 



12月 2回 職員・関係機関・本人・家族 

１月 2回 職員・関係機関・本人・家族 

２月 1回 職員・関係機関 

３月 2回 職員・関係機関・本人 

（３）地域への理解促進等 

実施月 実施回数 内容 

５月 2回 事業説明・チラシ配布 

６月 1回 事業説明 

７月 1回 事業説明 

８月 1回 事業説明・チラシ配布 

９月 2回 事業説明・チラシ配布 

10月 1回 東金市民生児童委員 

11月 1回 事業説明 

12月 2回 事業説明・チラシ配布 

１月 1回 実習生受入、事業説明・チラシ配布 

２月 1回 事業説明・チラシ配布 

 

＜大網白里市＞ 

１）実施体制 

（１）事業所名称 

      「大網白里市生活相談センター Cるーと」  

（２）営業日・時間 

       ・営業日：月曜日～金曜日（休日は、土曜日・日曜日・祝祭日） 

       ・時  間：８:30～17:30（相談者対応は原則９：00～17：00） 

            （※相談者の状況で、時間外及び休日も対応） 

   （３）事務所  

       住 所：千葉県大網白里市大網 33-8 サンモア５号室 

（４）スタッフ体制 

       11名 

２）相談支援の状況 
 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

総数 33 28 41 33 35 25 21 24 19 15 26 21 321 

３）外部機関との連携状況 

   （１）大網白里市内 

団体名 協力内容 

大網白里市 社会福祉課  対象者紹介・連携して支援 

大網白里市 地域包括支援センター 連携して支援  

大網白里市 子育て支援課 対象者(DV被害者含む)紹介・連携して支援 

大網白里市 市民課 対象者の年金、国保について相談 

大網白里市 税務課 収税班 滞納税について相談 

大網白里市給付金コールセンター 対象者の給付について相談 

大網白里市社会福祉協議会 貸し付けに関して連携・対象者紹介 

＋すいっち 学習支援の情報を提供 

一般社団法人へしまグループホームふらは 対象者の就労場所提供、定着支援に協力 



特定非営利活動法人ジョブファーム 

居宅介護支援センターおおあみ緑の里 対象者の生活環境について連携して支援 

居宅介護支援事業所かきつばた 対象者の生活環境について連携して支援 

NPO法人福祉アシストワーク協会 就労場所提供 

東千葉メディカルセンター地域連携室 対象者の病状について報告・相談 

（株）トマト 対象者の就労場所提供 

つばさ 運転代行 対象者の就労場所提供 

大里綜合管理株式会社 居住支援について相談・連携して支援 

千葉銀行大網支店 備蓄食料の寄付 

大網白里市立 大網病院 備蓄食料の寄付、対象者の病状の相談 

派遣会社複数 対象者の就労について相談  

市内の不動産業者複数 住居確保について相談 

一般企業多数 対象者の就労先を相談 

 

   （２）大網白里市外 

団体名 協力内容 

フードバンクちば  対象者への食糧支援  

ハローワーク千葉南  住居確保給付金・生活保護受給者等就労自立

促進事業等の就労支援で連携  

ハローワーク茂原 対象者の就労情報提供 

東金職業相談所 対象者の就労情報提供 

日本司法支援センター法テラス千葉  債務整理、離婚裁判等相談  

千葉中央法律事務所 対象者の債務整理について相談 

茂原総合法律事務所 対象者の金銭トラブルについて相談 

司法書士肥田事務所 対象者の債務整理について相談 

とうがね司法書士事務所 成年後見について助言をもらう 

NPO法人みんなでサポート千葉 障害者年金取得について相談 

生活クラブ くらしと家計の相談室 対象者の緊急的な貸し付けについて相談 

医療法人清和会 浅井病院 対象者紹介・連携して支援 

東金警察 対象者の課題について相談 

Bonte 山崎 高史氏 市内に畑を借りて対象者の就労の場を提供 

鈴屋 就労継続支援 A型事業所 対象者の就労について相談 

地域生活支援センター ゆりのき 連携して支援 

障害者就労・生活支援センター 

山武ブリオ 
連携して支援 

長生ひなた等他地区生活困窮者自立相談

支援事業 

対象者紹介・連携して支援 

千葉県社会福祉協議会 支援状況について共有 

上原食品工業株式会社 対象者の就労に就いて相談・就労場所提供 

株式会社エスプールプラス 対象者の就労について相談・連携して支援 

宅配クック 123 東金・大網店 対象者の食事等の確保で協力 



株式会社 アルファライン 求人情報の提供・相談 

派遣会社複数 対象者の就労について相談 

株式会社ランドトラスト 対象者の転居について相談 

東金コーポレーション（株）等市外の不動

産業者複数 

対象者の住居について相談、住居確保給付金

手続等で相談 

 

４）研修・事例検討等の状況 

（１）外部研修への参加 

参加月 研修回数 参加人数 

５月 2回 2人 

６月 2回 3人 

７月 2回 2人 

10月 1回 1人 

11月 2回 2人 

１月 1回 1人 

２月 3回 3人 

３月 1回 1人 

 

（２）内部研修・事例検討会の開催  

◆ミーティング（ケース検討）  

開催月 開催回数 参加者 

４月 3回 職員・本人・関係機関 

５月 2回 職員・本人・関係機関 

６月 2回 職員・関係機関 

７月 1回 職員・関係機関 

８月 1回 職員・本人・関係機関 

９月 5回 職員・本人・関係機関 

10月 4回 職員・本人・関係機関 

11月 3回 職員・本人・関係機関 

12月 1回 職員・関係機関 

１月 1回 職員・関係機関 

２月 2回 職員・本人・関係機関 

３月 3回 職員・本人・関係機関 

 

（３）地域への理解促進等 

実施月 実施回数 内容 

  ４月 1回 事業説明・チラシ配布、郵送 

  ５月 1回 事業説明・チラシ配布 

６月 3回 事業説明・チラシ配布 



７月 3回 事業説明・チラシ配布 

８月 2回 事業説明・チラシ配布 

９月 3回 事業説明・チラシ配布 

10月 3回 事業説明・チラシ配布 

11月 3回 事業説明・チラシ配布 

12月 4回 事業説明・チラシ配布 

１月 2回 事業説明 

２月 1回 実習生受け入れ、事業説明・事例検討 

３月 3回 事業説明・チラシ配布 

 

７ 子どもの学習・生活支援事業 

１）＋すいっち（千葉会場） 

（１）活動概要 

     ①名 称：＋すいっち 

     ②場 所：レンタルカフェ KKDuo 

          （千葉県千葉市中央区本千葉町 1-11アクアタワー39（旧千葉中央ビル）３階） 

     ③対 象：千葉市内の生活困窮世帯の中学生 

     ④定  員：６名 

     ⑤体 制：コーディネーター：１名、学習支援員：１名、ボランティア：約２名 

⑥活動日：毎週月曜日 18：30～20：30 

           ※祝日も開催。 

⑦実 績：活動日数：49回 

登録者数：６名 

             利用延べ人数：約 140名 

             食事提供回数：49回 

 

２）令和３年度東金市支援対象児童等見守り強化事業 

（１）活動概要 

①名 称：学び舎・ゆーすぽーと 

②場 所：千葉県東金市東新宿 12-25 

③支援対象児童：登録者数：63名、実利用者数：32名 

④活動実績 

・対象期間 

令和３年４月１日から令和４年３月 31日 

・実施回数 

延べ実施回数：156回 

※定期開催のカウントのみで、緊急時や特別な対応時の実施回数は含まれてい

ない。含めると述べ回数の 10回以上の増になる。 

 

 



⑤利用者数 

・延べ利用者数：2,018名 

      ※実施回数同様に定期開催時のみのカウントで、緊急時や特別な対応を含めると

およそ 30人以上の増になる。 

・学校種別利用者数及び学校種別延べ利用者数 

小学生 17名 1248名 

中学生 12名 686名 

高校生 ３名 84名 

合計 32名 2018名 

未就学児 ２名 105名 

※未就学児は合計人数に含まれていない。 

⑥配食支援 

延べ配食数 961食（内家族対象数 354食） 

配食対象家庭数 12家庭 

⑦送迎支援 

延べ送迎人数 957人 

送迎対象家庭数 13家庭 

（２）支援内容 

①居場所 

学校から直接、いったん帰宅したのち、各自それぞれが三々五々集まってきて、 

友達と一緒にスタッフやボランティアと会話やゲームを楽しんだり、宿題に取り組 

んだりして過ごしたのち夕食を食べて帰宅した。 

②学習支援 

宿題の支援や各自持ち込みの教材を用いて解けない問題の援助を行っている。持

ち込み教材のない子には「ゆーすぽーと」に備え付けの問題集を提供している。強

制はないが、短時間でも学習に取り組ませる事で学習習慣を身に着けさせるように

心がけている。 

不登校の子に対しては、学年内容のプリントを準備して体系的に指導した。教委・ 

学校と協議して「ゆーすぽーと」利用日は出席扱いとして参加日数を学校に報告し 

てきた。３名対象だったが２名が利用してくれた。 

③食事提供 

    長期休業中は昼食、それ以外は夕食の提供を行ってきた。まん延防止措置の発令 

時等は、中学生は「ゆーすぽーと」で提供したが、小学生は密回避のために「ゆー 

すぽーと」の利用を控えてもらい家庭への配食で対応した。ただし、上記の不登校 

の子に対しては、崩れていた生活リズムを取り戻すためと学習支援の必要性がある 

ことなどから例外ケースとして対応した。 

④配食支援 

    まん延防止措置の際には小学生の食事提供は家庭への配食で対応した。また、経 

済的に極度に困窮している家庭や、子育てに窮している父子家庭などいくつかのケ 

ースは家庭への配食も行ってきた。 

⑤アウトリーチ 

利用者の家族や関係機関から、引きこもりや不登校の子に対しての相談を受けて 

アウトリーチをおこなっている。わざわざの訪問ではなかなか関係が構築されなか 

ったが、家族への送迎や配食を通してふれあい、会話を重ねるにつれて関係ができ 



てきているケースがある。利用者や家族への送迎・配食に別の効用を感じている。 

⑥送迎支援 

 利用ニーズはあるが、「ゆーすぽーと」までの距離が遠く、車を所有していない家 

庭や保護者の仕事の関係・体調不良などで送迎が出来ない場合、利用対象者の必要 

度に応じて送迎のサービスを行った。 

⑦相談支援 

 利用者、その保護者や関係者との相談を随時行ってきた。利用者に対しては本人 

からの申し出や、行動を見て心配な子へ相談を行った。保護者や関係者は来所や電 

話で相談を受けた。電話相談は「ゆーすぽーと」開催日以外にも随時行った。意外 

な相談チャンスは送迎時の車の中の様で、他者の耳目に触れない環境が心を開いて 

話せたようだ。 

     本人対象の相談支援は、進路のこと、学校のこと、家庭のことなどが多かった。 

本人以外の内容は、子どもの生活や学習・進路に関すること、職場での悩みや経済 

的なこと、自身の体調面の不安などであった。  

⑧社会体験活動 

   コロナ禍で実施が非常に困難だったが関係者の協力を得られて下記の活動が行えた。 

    ・いちご狩り体験（市内苺園提供） 

    ・ブルーベリー狩り体験（市内ブルーベリー園提供） 

    ・ボルダリング体験（市内業者が格安料金で提供） 

    ・餃子づくり体験（ボランティア講師の指導） 

    ・餅つき大会（ボランティア３名の協力） 

⑨その他の活動 

・フードバンク的な支援 

緊急度合いに応じて家庭への食糧支援を行った。米、野菜、卵や食事提供時に 

余った総菜等を提供した。 

・病院への同行支援 

       母子家庭で母親が入院時、歯科医院への通院支援 

 ・保護者の入院や死亡時への伴走支援 

       利用者への心の支援 見守り強化 

       事業実施日以外の食事や食材の提供 

       葬儀の段取りのお手伝いと葬儀への参列 

（３）事業効果 

・学習面での評価や比較をされない場を得たことや、多様な活動を通して褒められる 

機会が増える事で少しずつではあるが自己肯定感が育まれ、意欲が募ってきている 

子がいる。 

・「ゆーすぽーと」にはスタッフ以外にもたくさんのボランティアが出入りしており、 

学校の先生、親・兄弟以外の多様な価値観を持った人々に受け入れられることで精 

神的な安定を得ていると同時に良きロールモデルを得ているように思われる。 

・家庭への訪問で垣間見える様子では、部屋は布団が敷き放しや散らかっており、そ

のうえ学習机がない環境にある子が多くいた。家では学習環境に恵まれないが、学

習環境の整った「ゆーすぽーと」で少しずつ机に向かうことにより、学習習慣が身

に付き、「解る」ことが多くなって学習への意欲を募らせている子がいる。 

・自分以外の利用者も何らかの事情を抱えていることを察知して、自分の素を出せる 

環境となっており、精神的な安定を得ている。例えばこんな場面があった。母親が 

再婚した男性と離婚した直後の会話だった。ある子に向かって「お前父ちゃんい 

る。」と問うと「いないよ。」の返事。それに対して、「父ちゃんなんていらないよ 

な。」と懐いていた男性との別れに耐えていた。 

・利用者の安定が保護者の精神的な安定に繋がっているように思われた。ほんのわず



かだが時間的・経済的に少し負担が軽減されたことや、自分の厳しい状況を受け止

めてもらえる場が得たことが影響していると見られる。精神的な安定を得て、自ら

一歩を踏み出していく保護者もいる。経済的にも精神的にもかなり厳しい状況のケ

ースがあるので、他の機関との連携を取って支援をしていきたい。 

・明らかな偏食やカロリー不足など栄養面で心配な子もいたが、わずか週３回の提供 

でも改善されてきている子がいた。不登校の子は栄養バランスがとれた給食を食べ 

る機会を失っているので、「ゆーすぽーと」がその代替の場になっていた。 

・送迎や配食の際はできる限り保護者と会話を重ねるようにしている。そのことが功を 

奏して警戒心の強かった保護者との関係が深まり、安心して話をしてくれるように 

なり、多くの情報を共有して適切な対応を心掛けている。 

・上記の情報を関係機関と共有することによって、子どもたちに一貫した対応が可能 

になってきている。 

 

３）令和３年度東金市子どもの学習生活支援事業 

（１）活動概要 

     ①名 称：「すいっちプラス」 

     ②定 員：20名 

③対 象：中学３年生 

④場 所：C＆Lハウス２階（当法人事業所「ハンドワーク」） 

        （千葉県東金市東上宿 3-1） 

     ⑤期 間：令和３年５月 11日～令和４年３月 31日 

⑥活動時間：通常日：17：00～20：00  

長期休暇中・祝日：13：30～16：30 

           特例(12月 29日)：8：45～16：30 

⑦体 制 

       監督責任者   ：１名（元教員） 

          コーディネーター：１名（元教員） 

         学習支援員   ：９名（元教員、元塾講師・保育士、大学生） 

         ボランティア  ：１名（教員） 

⑧活動実績  

      ・登録者 ：11名 

       ・活動日数：48回   

・利用延べ人数：227名 

・延べ支援者数：186名 

（２）活動内容 

①中学３年間の５教科の学習内容の復習。準備された各教科 36枚のプリントを各自 

が選択して進めていき、間違ったところを教科の講師に質問する形式で実施。 

②漢字、英単語、計算の基本プリント（10分程度で回答できる内容）を毎回実施。 

      ③「ユメタン 0」を活用した英単語の発音練習。 

      ④定期テスト、実力テスト対策の学習支援。 

      ⑤中学 3年間の内容で実力テストを実施。 

      ⑥公立高校・私立高校の過去問題集を利用した学習支援。 

      ⑦進路相談。 

      ⑧受験に向けた面接練習、作文指導。 

      ⑨大学生学習支援員との対話会の実施。 

      ⑩おやつや軽食提供 

 

 



（３）成果 

     ①定員枠（20名）に至らなかったが、支援者全員が参加者個々に目を行き届かせるこ 

とができ実のある支援ができた。それも功を奏してか登録者全員が希望する進路に 

合格して希望に胸を膨らませて巣立ってくれた。 

②コロナ禍であったが、適切な感染予防策を取ることで予定回数の 48日を開催する事 

ができた。職員がコロナの濃厚接触者になったことによる緊急中止や台風予報のた 

め安全に配慮して休止した回も後日代替日を確保する事ができた。 

    ③４教科の専門教師を毎回配置することにより、子どもたちのつまずきにタイムリー 

に支援するとこができた。配置ができなかった国語も他教科の講師が支援してきた。 

受験直前には国語のボランティア講師によって集中講座も実施した。 

④５教科を各年別・分野別に体系的に配置されたプリントを活用していくことで３年 

間の学習内容を学び直すことができた。また、前述のようなタイムリーな支援を行

うことでつまずきを直ぐに解消することができ、利用者の学習意欲が著しく向上し

た。 

     ⑤異なる学校やクラスの子と一緒に学習することにより互いに良い面が作用しあい、 

塾内での学習・生活態度が良くなってきた。回を重ねる毎に参加時間が早まり集中 

度も増してきた。中には開始前から来室して、閉じた後も質問するなど４時間以上 

も学習する子どもが複数人いた。 

     ⑥利用当初は高校進学の意欲がなかった利用者がいたが、励まされながら粘り強い指 

導を受けていくうち進学への意欲が育ち明確に希望高校を言えるようになった。 

⑦大学生講師から学習支援を受けたことや特別プログラムの大学生と語る会を通じて、 

良きロールモデルを見つけてくれた子がいた。 

     ⑧コロナ予防接種の副反応、体調不良、三者面談など明確な理由で連絡があり欠席す 

る子がいたが、理由が不明の欠席者はほとんどいなかったことから、利用者にとっ 

ては居心地の良い居場所になっていたのではないかと思われた。 

      ⑨最終回の挨拶の中で、「高校生になってもいつでも気軽に『すいっちプラス』に立ち

寄ってください」と語ったところ強く反応して「いいんですか」との声が上がった。

利用者が、「すいっちプラス」を居場所として認知してくれた証左だと受け取った。 

      ⑩夕方からの開催日には法人独自に軽食を提供してきたが、それが目当てに参加して

いるうちに、いつの間にか学習習慣ができた子どももいた。全員喜んで食してくれ

た。 

 

４）令和３年度大網白里市学習支援事業 

（１）活動概要 

 

    ①名 称：無料塾「＋すいっち」  

②定 員：15名 

③対 象：中学３年生 

④活動場所：大網白里市社会福祉会館 ２階研修室  

         （千葉県大網白里市 131番地２・139合併１） 

⑤期間 令和３年６月３日～令和４年 12月 13日 

         （上記の期間以降は自主運営） 

⑥活動日時：毎週月曜日 

通常日：18：30～20：30  

長期休暇中・祝日：12：00～16：00 

            12月 20日以降   ：18：00～20：00 

 

 



⑦体制  コーディネーター：１名（元教員） 

           学習サポーター ：10名（元教員、塾講師、大学生） 

           ボランティア  ：３名（教員、大学生） 

⑧活動実績  

       ・登録者   ：15名 

       ・活動日数  ：14回（自主運営を含む）   

・利用延べ人数：110人 

（２）活動内容 

       ①中学３年間の５教科の学習内容の復習。準備された各教科 36枚のプリントを各 

自が選択して進めていき、間違ったところを教科の講師に質問する形式で実施。 

        ②漢字、英単語、計算の基本プリント（10分程度で回答できる内容）を毎回実施。 

        ③公立高校・私立高校の過去問題集を利用した学習支援。 

        ④「ユメタン 0」を活用した英単語の発音練習。 

        ⑤公立高校・私立高校の過去問題集を利用した学習支援。 

        ⑥定期テスト、実力テスト対策の学習支援。 

        ⑦各自の希望進路に合わせた教材を持ち込み学習。 

（３）成果 

①定員枠（15人）ギリギリの 14人の登録があり、延べ 169人・平均 10人という多 

くの利用者数を数えることができた。 

②コロナ禍であったが、担当課及び担当者ときめ細かな連携を取ることにより無事 

18回の業務を遂行することができた。内 1回は台風予報の為安全に配慮して休止 

とした。 

         ③5教科全員の講師を配置することが出来なかったが、4教科の専門講師でタイムリ 

ーに支援することができた。配置できなかった国語も他教科の講師が代って支援し 

てきた。 

④５教科を学年別・分野別に体系的に配置されたプリントを活用していく事で３年間 

の学習内容を学び直すことができた。また、前述のようにタイムリーな支援を行う 

ことによってつまずきを直ぐに解消することができ利用者の学習意欲が著しく向 

上した。 

⑤学習室を２室お借りすることにより、習熟度別や個別に配慮が必要な利用者へのき 

め細かな支援ができて効果的に業務を遂行することができた。最初は別室でしか参 

加できなかった子が終盤には大きな部屋で他の子と交わって試験を受けられるよ 

うになってきた。 

⑥異なる学校やクラスの子と一緒に学習することにより互いに良い面が作用しあい、 

塾内での学習・生活態度が非常に良かった。回を重ねる毎に参加時間が早まり集中 

度も増してきた。学習習慣もすっかり定着してきた。 

⑦利用当初は高校進学の意欲がなかった利用者がいたが、励まされながら粘り強い指 

導を受けて行くうちに進学への意欲が育ち明確に希望高校を言えるようになった 

子がいた。 

⑧「＋すいっち」の活動を通して利用者の家庭状況が把握できたことにより、当法人 

が運営する子どもの居場所「学び舎・ゆーすぽーと」の利用や食糧提供などの支 

援に結び付いた例があった。 

⑨講師募集の案内を広報に掲載していただいたことがきっかけで大学生のボランティ 

ア発掘に繋がった。わずかな回数だったが手がかりを得たように思う。 

       ⑩講師の大学生や大学生ボランティアの人たちが利用者との年齢が近いこともあり、 

よきロールモデルになってくれたと期待を持っている。 



⑪コロナ予防接種の副反応、体調不良、三者面談など明確な理由で連絡があり欠席す 

る子がいたが、理由が不明の欠席者はほとんどいなかったことから、利用者にとっ 

ては居心地の良い居場所になっていたのではないかと思われた。 

     

５）東金市養育支援訪問事業 

      東金市内の支援対象世帯へ訪問し、保護者の子育てに関する悩みや問題等の相談支援 

を行い、東金市と共有した。 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

件数   0 2 1 2 3 3 3 0 2 3 19 

 

Ⅱ 地域福祉に関する事業 

１ 相談事業  

１）総合相談事業 

地域住民の各種相談に対応した。 

２ ネットワーク支援事業  

１）「山武ボランティア協会」への協力 

     コロナ禍でイベントに参加ができなかった。 

２）「一般社団法人ひと・くらしサポートネットちば」への協力 

     千葉県内で活動する福祉介護・法律・労働等多様な人達が、生活困難者に対する支援

のため、ネットワークすること、具体的な支援づくりをすることに関し協力した。 

 □組織化支援 

     □ＨＬの運営協力 

３）「一般社団法人ちば地域密着ケア協議会」への協力 

     千葉県及び千葉市から委託されている法定研修の実施にあたっての講師調整、運営

について協力した。 

     □法定研修等の協力、東金市地域密着型サービス事業所連絡会の事務局業務 

４）東金市地域密着型サービス事業者連絡会」の事務局 

     東金市内の地域密着型サービス事業者連絡会の事務局を務めた。 

     □定例会の開催（１回）  

５）おもしろサロン開催 

     地域住民の仲間づくり支援及び地域住民と拠点とのつながりづくりのためのサロン。 

今年度は、新型コロナウイルス感染予防対策にて開催は見送った。 

６）その他 

・全国小規模多機能型居宅介護事業者連絡会の会員 

・宅老所・グループホーム全国ネットワークの会員 

    ・日本認知症グループホーム協会の会員 

    ・日本ボランティアコーディネーター協会の会員 

    ・認知症の人と家族の会・千葉県支部の会員 

 

Ⅲ 法人全体の取組み 

１ 新型コロナウイルス感染症の感染防止対策等について 

  公益財団法人 JKAからの助成金を利用して感染予防をさらに強化することができ、法人内 

外にその旨を周知することで、感染に対する不安がない状況で利用していただけるようにな 

った。 

また、当法人の事業所でも新型コロナウイルス感染症陽性者が出たものの、感染防止対策 

を徹底し感染拡大を防げたため、幸いなことに事業の休止等までにはならなかった。 


